





















































OP王判定 性別 年齢 團籍 母語
初級1 初級一上 男性 36 カメルーン フランス語
初級2 中級一下 男性 32 インドネシァ インドネシア語
初級3 中級一下 男性 20 マレーシァ マレー語
中級1 中級一中 男性 20 マレーシァ マレー語
中級2 中級一中 男性 19 マレーシア マレー語
中級3 中級一上 女性 25 台湾 中国語
上級1 上級一下 女性 26 台湾 中国譜
上級2 上級一下 女性 26 台湾 中国語






















































































































































































一致 不一致 調和系 調整系 独立系
重なり総数
母語1 0（0．0％） 5（35．7％） 5（35．7％） 1（7．1％） 3（2L4％）0（0．0％） 14（100％）
母言吾2 1（9．1％） 1（9．1％） 4（36．4％） 3（27．3％） 2（18．2％） 0（0，0％） 11（100％）
母語3 1（3．1％） 2（6．3％）12（37．5％）3（9．4％） 13（40．6％）1（3．1％） 32（100％）

















同時開始型 一致 不一致 調湘系 調整系 独立系 重なり総数
初級1 2（5．7％） 2（5．7％） 24（68．6％）1（2．9％） 4（11．40／o）2（5．7％） 35（100％）
初級2 1（2．8％） 4（ll．1　0／o）16（44．4％）0（0．0％） 8（22．2％） 7（19．4％） 36（100％）
初級3 0（0．0％） 7（29．2％） 13（54．2％）1（4．2％） 2（8．3％） 1（4．2％） 24（100％）
中級1 2（5．7％） 4（11．4％） 8（22．9％）4（ll．40／o） 6（17．1％）11（3L4％）35（100％）
中級2 0（0．0％） 8（20．5％） 26（66．7％）1（2．6％） 2（5。1％） 2（5．1％） 39（100％）
中級3 2（12．5％） 1（6。3％） 4（25．0％）1（6．3％） 6（37．5％） 2（12．5％） 16（100％）
上級1 0（0．0％） 0（0．0％） 9（52．9％）0（0．0％） 1（5．9％） 7（41．2％） 17（100％）
上級2 0（0．0％） 0（0．0％） 4（28．6％）0（0．0％） 3（21．4％） 7（50．0％） 14（100％）
上級3 0（0．0％） 7（15。2％） 8（17．4％）0（0．0％） 2（4．40／o）29（63．0％）46（100％）



























































































































































































































































































































確認 訂正 先取応答 情報追加 関連質問 調整系総数
母語1 0 0 0 2 1 3
母語2 0 0 1 0 1 2
母語3 0 1 2 7 3 13





確認 訂正 先取応答 情報追加 関連質問 調整系総数
初級1 2 2 0 0 0 4
初級2 1 6 1 0 0 8
初級3 0 0 2 0 0 2
中級1 0 1 0 5 0 6
中級2 0 0 2 0 0 2
中級3 0 0 1 1 4 6
上級1 0 0 1 0 0 1
上級2 0 1 0 1 1 3
上級3 0 0 0 0 2 2
合計 3 10 7 7 7 34
　日本語能力が低い段階で，確認や訂正を行うためのものが多いのは，先に挙げた会話例14，15，
16，17からもわかるように，日本語の単語の意味や発音に自信がなかったり，自ら発言した発話
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に誤りが見られるというような日本語能力の不足が影響しているからであると書える。そして，
関連情報の追加や質問を行うものというのは，先行する発話内容だけでなく，関連する知識への
検索なども必要になり，より迅速な理解力かっそれを表現するだけの鎖本語力が求められるため，
このような発話権の取得はより難しいのではないかと考えられる。
5．3．独立系
　学習者は母語話者と比べ，独立系による重なりの割合が多く，なかでも，上級レベルの学習者
では，この重なりによる発話権の取得が重なり総数の半数を占めている。このような発話の重な
りは，前述したとおり妨害的な割り込みと考えられるものであり，それが，このような高い割合
で，しかも日本語能力が高いレベルの学習者において見られるということは問題であると言え
る6。
　ここでは，独立系の割り込みがなぜ起こったのか，その理由について見ていくことにする。次
の会話例24は，引っ越す場所について，JNSがNNSに御器所はどうかと提案している場面である。
　会話例24：中級学習者1
r㎜um－t鼎m『一一『一一一一t一一一ww　ww＋一M｛T「一　一一一㎜｝｝｝fi一　一一一一一一一L’嘱鯖　㎜「m”一一一一　一一塵一t㎜謄一一’｝HH一一　一富薗旧齢～鼎m一一一一一一twwme一m　m一t”1一m　T一『Tff『’「
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1JNS　ねえ。だから，今度は，（うん。）御器所のほうに行ってみて一，なんか本山店，｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－2NNS　うん，なんか，僕は一，夏休みのあと一，（うん。）原付を，貿いたいから一，（ほ　；
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　う。）うん。（うん。）それは，だいじょぶと思います。　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
1　3JNS　ふんふんふん。何を買いたいつて？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　4NNS　ん，原付の，スクーーター？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
i＊5JNS　あ一。／原付？／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　6NNS　／プmグラム？／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　7NNS　げん，原付一。ああ。（｛笑い｝）原付一。（｛笑い｝）あ一，げん，まずは，原付を　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　（うんうん。）買い，買うと思います。（あっ，そっか。）次はオートバイ。（あ一そっ　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
；　　　　か。）大きいオートバイ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
；＊8JNS　そうかそうか，うん，そうね，原付あれば便利だよね一。　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
；　9NNS　う一ん，そうですねえ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　10JNSふ一ん。そっか，じゃあ，やっぱり本山店，だけではなくって御器所の方も捜し1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　て一，（うん。）で一，／御器所とか川名のへん，安いところ／　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1－11NNS／まあ，ぼくの／先輩は一，（うん。）まあ，だいたい，あの一，みんなは一，（うん。）i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　あの川名，のほうで，（うん。）御器所のほうで住んでいます。（ふ一ん。）はい。（そっ　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　かそっか。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
L一一一一一一一一一一一檜一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一胴糟一一一一一・一一・一一一一一一｝・一一・一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
　2NNSの学習者の発話は，「御器所は大学からは少し遠いが，原付を買うのでそこに住んでも大
丈夫だ」ということを言おうとしていると考えられ，内容的には先行発話との関連が認められる。
しかし，この発話により，3JNSから原付に関するやり取りが始まってしまい，　JNSの発話計画は
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一時中断されている。このとき，NNSは，「本山店だけではなく御器所の方にも行ってみるのが
よい1というJNSのアドバイスが終わるのを待ってから，「そうですね一。御器所は遠いけど，夏
休みに原付を買うので，…　　」というかたちで発話権を取得すれば問題はなかったと轡える。そ
して，原付に関してのやりとりが終わった10JNSでJNSは再び「じゃあ，やっぱり本山店，だけ
ではなくって御器所の方も捜して一，…　」と話の流れを元に戻しているが，NNSはさらにこ
こでまた，1NNSで「知り合いにも御器所の方に住んでいる人がいる。」という関連情報の提供を
割り込みによって行っている。
　2NNSも1NNSも，発話内容自体に問題はなく，このような関連情報の提供は，話の展開に有
効に作用するものであると言える。しかし，それをいつ言うかという発話権取得のタイミングに
閥題があるため，発話内容自体はJNSの発話を支持する協力的なものであるのに，相手には，自
分の発話を遮る妨害的な発話という印象を与えてしまっていると思われる。この会話例の3JNSで
は，突然割り込んできたNNSに対し，「何を買いたいつて？1と聞き返しており，　JNSは「原付
を」の部分が聴き取れなかったものと判断される。しかしこのときJNSは，すぐに尋ねるのでは
なく，NNSがターンを終了するのを待ってから質問していることがわかる。学習者も，このよう
な母語話者の発話権取得方法に学び，相手が発話を言い終えるまで待つ姿勢が必要であると言え
る。
　次の会話例25は，「栗きんとんは，白あんか」というNNSの質問に，　JNSが答えている場面で
ある。
　会話例25：上級学習者3
rMnt一’m’冊m”悶一一一一“一一‘一一一一一一一”『m”一一v一一一一一『『一’m”一一一一一r一僻一“一一『m’｝一一　rT’mmm“謄一一一一丁’一一｝一一　『mm’｝”謄一一一一一一”『一r一’一nM一一一一一一　“一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
；　1NNSそれは白あん？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　2JNS　あれはね，栗と一，おいもをまぜ／たり，／でもあの／／会社会社とか／／和菓子やさ　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ｝　　　　　んによって，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
1＊3　NNS　／あ一。／　／／おいもと一。／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i一一4　NNS　最初は一，うちの近くに一，（うん。）栗きんとん本家っていうお店が（ん一。）あ　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
1　　　　　りまして，それはわたしは旧きんとんていうのは店の名前だと思って，…　　　　；
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
LH．一．．．＿＿T”一e”m．　”＋””　m一　m一＿＿H“＿＿＿＿＿＿”．一丁一．＿＿＿＿rT＿m－M一＿＿＿＿＿＿＿Pt一一＿＿＿＿””m一一L＿＿＿””＿＿＿＿””nv＿＿＿n．t＿＿＿＿＿＿＿＿．＿m一一一＿＿＿＿＿＿＿a、＿m一　”N　一一＿＿＿＿＿＿＿」
　ここで，NNSは，「栗とおいもをまぜたものである1という自分が求めていた情報が得られる
とすぐに，2JNSの発話を打ち切り，4NNSで，粟きんとんに関する別の情報の提供を始めてい
ることがわかる。このような自己の発話の優先は，次の会話例26でも見られる。
　会話例261上級学ag者　3
ド　へ　　　り　　コ　　ヘリほバリ　りりりりゆ　ココ　コココリぬの　コ　　　　サ　　　り　ロコ　へ　　ココ　　　ゆの　　りり　　　りむ　コサ　りれのコココ　　　　　りりゆコココ　コ　　ココ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　1NNSすごく有名な／お店？すごく歴史が／あるの？　　　　　　　　　　　　　　；
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12JNS
3JNS
／すごくっていうかね一，あの一／
いや，そ一れはね一一・一一，よくわかんないけど一，あの一（ん。）女の子に人気のある，
（ん。）お店。
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1＊4NNS　あ，女の子に？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　5JNS　うん。だからその辺で一あの一会社に行ってる人た／ちが一／，　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i－6NNS／あ，じゃ一／，すごくあの一，色とか飾りとか凝ってるお店〃っていうの？／／　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま；　7JNS　／／あっ，そうでも／／ないよ，そういうのじゃ／なくってね一／　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1一一W　NNS　／じゃ，どうして／女の子に，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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　ここでは，JNSがNNSの問いに対する説明を行っている最中にも関わらず，女の子に人気があ
るということを聞いたNNSが5JNSの発話を遮り，自分が今聞きたいと思っていることの方を優
先させ，6NNSで次の質問を始めている。また，7JNSの「そうでもないJという発話を聞くと
すぐに「じゃ，どうして，女の子に1と再び情報要求を行っているが，その答えは，7JNSの発話
を最後まで聞けば聞き出せたものと思われる。8NNSの後の1．5秒のポーズは，このような割り込
みによる発話権の取得が立て続けに起きたために生じたものと考えられ，ポーズ後のターンもNNS
が取得していることから，霞己の発話を優先させた割り込みは，発話権の独占を招くものとして，
注意しなければならないだろう。
　先の表2，表3で母語話者と学三者の割り込み型の類別割合を比べると，母語話者では独立系
がほとんど見られず，調和系の割り込みが多いことが注目される。上級学習者には，このような
調和系の割り込みは全く見られなかったことから，先行発話に対して協力的な働きを行う発話権
取得方法を身につける必要があると言える。
6．まとめと今後の課題
　本稿では，母語話者及び学習者を対象に，発話権取得時に重なりがあるターンについて，そこ
で見られた重なりを6種類に分類し，それぞれの出現傾向について調べた。その結果，終了見な
し型の不一致，割り込み型の調整系と独立系の3つの重なりで母語話者と学習者に量的な違いが
見られた。この3つの重なりにおける学習者の特徴は，以下のようにまとめることができる。
　1）初級学習者に不一致による重なりが多いのは，母語話者が学習者の日本語力を配慮して発
　　　話の調整を行っているためである。一方，中・上級学習者では，倒置文，関連情報の添加
　　　や補足を行うための言葉の付加によって不一致による発話の重なりが生じている。
　2）調整系の：重なりは，初級学三者では確認や訂正を行うためのものが，中・上級学習者では，
　　　情報の追加や関連する質問を行うためのものが多い。
　3）独立系の重なりは，妨害的な割り込みと考えられるものであり，自己の発話を優先させる
　　　ことなどによって生じている。このような割り込みは，H本語能力が高いレベルの学習者
　　　に多く見られたが，発話権の独占を招く恐れがあるため，相手が発話を言い終えるまで待
　　　つ姿勢が必要である。
　しかし，今回の調査は，母語話者3名，学習者9名と調査対象者の人数が限られており，学習
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者の性別や年齢，母語の統一もなされていない。したがって，今回の結果を一般化したり，学習
者の特徴が日本語能力レベルの違いによって引き起こされたと結論づけるのは危険である。
　話者交替の方法は，言語によって，また，同一言語の話者であっても個人差が見られる町能性
がある。今後は，調査対象者の補充，条件の統一を行ったうえで，艮本語会話における適切な話
者交替について考えていくとともに，学習者に見られた問題がどのような要因によって引き起こ
されているのかを特定したいと思う。そのためには，学習者の母語の対照会話分析を行い，日本
語会話との相違点を探ることも欠かせない。
　また，発話権の取得は，前の話者のターン終了方法と密接に関わるものであるため，母語場面
と接触場西の母語話者でターンの終わらせ方に違いが見られるかどうかについて調べることも重
要である。今後，このような点を視野に入れ，さらに研究を進めていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　資料の文字化は，以下の表記方法を用いた。なお，会話例には，説明に該当するターンがわか
　りやすいよう，注目するターンの発話者記号の前に矢印（一）を付した。
　　／／　発話の重なりの始まりと終わりを表し，／／の中の発話が別の話者の／／で挟まれた
　　　　　発話と同時に発せられたことを示す。発話の重なりが同一行，または次の行でも見ら
　　　　　れ，どことどこの発話が重なるのかわかりにくい場合には，読みやすさを考え，〃　／／
　　　　　という記号も同様に用いた。
　　〔〕　〔〕の中の数字で表示されるポーズの長さを示す。小数第二位を四捨五入した数値で
　　　　　示した。
　　　？　　疑問符ではなく，上昇のイントネーションを示す。
　　，　　ごく短い沈黙，あるいはさらに文が続く可能性があることを示す。
　　。　　下降のイントネーションで文が終了することを示す。なお，次に発話が続くのかどう
　　　　　かの判断がつかない場合は，このような記号（「，］「。」）は付けないこととする。
　　｛｝　｛｝の中は，笑い等の非雷門的な行動であることを示す。笑い声がはっきりと聞き
　　　　　敢れる場合は，音声をそのまま記す。
　　（）　　（）の中の発話が，あいつちであることを示す。
　　　＊　　その発話が聞き手ターンであることを示す。
　　A・B　母語話者の会話におけるタ・・一一一ンの発話者を示す。Aは調査対象者である母語二者を，
　　　　　Bは会話梢手である母語話者を示す。
JNS・NNS　接触場面の会話におけるターンの発話者を示す。　jNSは母語話者を，　NNSは学習者
　　　　　を示す。
2　話者交替ルールとは，Sacks　et　al．（1974）によって提唱された発話の順番取りシステムのことで
ある。以下にその概略を示す。
　　1）すべてのターンにおいて，最初のターン構成単位の最初の「移行適切箇所（TRP）」におい
　　　て，
　　　　a）現在の話者が次の話者を選ぶ場合，選ばれた者が話す権利を持ち，次のターンを取ら
　　　　　なければならない。この場合，他の者は誰も権利を得ず，そこで交替が行なわれる。
　　　　b）現在の話者が次の話者を選ばない場合，他の誰もが話し始めることができるが，最初
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　　　　　に話し始めた者が話す権利を得，そこで交替が行なわれる。
　　　　c）現在の話者が次の話者を選ばず，誰も話し始めない場合，現在の話者が，話し続ける。
　　2）最初のターン構成単位の最初のTRPで，（1a）も（1b）も適用されず，（1c）の条件
　　　　のもとで現在の話者が話し続けた場合，次のTRPにおいて（1a）一（1c）が再び適用
　　　　され，話者の交替…が起こるまで反復される。　　　　　　　Sacks　et　aL（1974：704）
3　本研究では，「発話＆を一人の会話参加者のひとまとまりの音声言語連続で，音声的，統語的な
　まとまりによって区切られるものと定義する。1つのタ・・…ンは，1つ以上の発話から構成される。
4　会話における参加者の役割は，話題に関する内容を話したり，話を展開させていく行動をとる
者を「話し手」，相手の発話を聞く作業を中心として，その発話を理解するための行動をとる者を
　「聞き手」とする。
5　本研究で「聞き手ターン」として分類した発話は，従来の研究で「バックチャネル＋α」（伊藤
1993）や「相づち発話」（野畑1996）と呼ばれていたものとほぼ一致する。具体的には，先行発話の
繰り返しや言い換え，先取り，感想，情報の補足，先行発話を理解するために行った確認要求や
説明要求などを適す。ただし，このような発話のあと，先行発話に直接関与する内容以上の情報
　が付け加えられている場合は，話し手ターンとして扱う。
6　しかし，上級学習者の独立系の多さは，上級レベルの学習者の母語がすべて中国語であること
から，中国語の会話における話者交替の方法が影響したということも考えねばならないだろう。
また，表3において，同じく中国語が母語である中級3の学習者では独立系は1割程度であった
　ことを考えると，上級学習者において独立系が多く見られたことは，il本語の会議能力を身に付
けていく上での発達的な三階ととらえることもできる。したがって，この点を明らかにするため
には，さらに9本語能力が上の超級レベルの学習者を調査するとともに，中国語会話における話
者交替の方法を二丁する必要がある。今後の課題としたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　This　paper　investigates　overlapping　utterances　in　turn－taking　in　conversations　by
native　speakers　and　leamers　of　Japanese．　Over｝apping　utterances　in　turn－taking　are
classified　into　6　types，by　the　overlapping　position　of　turns　and　content　of　overlapping
utterances．　Characteristics　of　overlapping　utterances　were　analyzed　according　to　the
level　of　Japanese　proficiency　of　the　learner．
　　　The　results　of　this　research　show　that　leamers　differ　from　native　speakers　quan－
titatively　in　the　occurrence　of　overlaps　of　the　discord　type　in　closing　turns，　the　inter－
rupt　type　when　used　as　overlap　for　adjusting　and　the　independent　interrupt　type．
Examination　also　reveals　that　the　cause　of　overlapping　utterances　in　learners　differs
by　the　level　of　Japanese　proficiency　in　the　following　respects：　Overlaps　of　the　discord
type　which　occur　in　novice　learners　are　caused　by　native　speakers　who，　in　the　preced－
ing　statement，　adjust　utterances　for　the　learner．　ln　the　case　of　intermediate　and
advanced　learners，　it　is　caused　by　the　preceding　speaker’s　use　of　inverted　utterances
or　addition　of　optional　utterances．　Overlaps　of　the　adjusting　type　by　Rovice　learRers
occur　when　the　speaker　wants　to　confirm　and　correct　utterances　of　the　preceding
speaker．　ln　the　case　of　intermediate　and　advanced　learners，　adjusting　type　overlaps
occur　when　the　learner　wants　to　add　or　ask　related　informatioR　to　utterances　of　the
preceding　speaker．
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